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令和 8年度入学者選抜学力検査問題

科

1 監督者の「始め」の合図があるまでは,開いてはいけません。

2 検査時間は,13時 40分から14時 30分までの 50分間です。

3 大きな問題は全部で 8間で,表紙を除いて 9ページです。

また,別に解答用紙が 1枚あります。

4 監督者の「始め」の合図があつたら,すく
゛
に受検番号をこの表紙と解答用紙

のきめられた欄に書きなさい。

5 答えは,必ず解答用紙のきめられた欄にはつきりと書きなさい。

また,特に指示のあるもののほかは,各問いのア,イ ,ウ ,工のうちから

最も適当なものをそれぞれ一つ選んで,その記号を書きなさい。

6 監督者の「やめ」の合図があつたら,すく
゛
やめて,筆記用具をおきなさい。

受 検 番 号 1  番
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表は,ハルさんが身近な生物の特徴についてまとめたものである。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。ただし,表の○は,特徴に当てはまる

ものに付けてある。

1 表のイカやクモのように背骨をもたない動物を何というか。

2 下の図は,表の7種類の生物について,ハルさんが考えた分類である。生物①,生物②,生

物③に当てはまる生物の組み合わせとして,最も適切なものはどれか。

イカ クモ メダカ カエル
トカゲ スズメ ウサギ

背骨がある

ヽ
いいえ

イカ クモ

卵生である いいえ

禦
あしがある

生物①

いいえ

羽毛や体毛がある

生物②

いいえ

は い カエル トカゲ
生物③

3 表のカエルとトカゲは,表にない特徴からそれぞれ別に分類できる。別に分類する特徴とし

て, トカゲに当てはまるものを次のうちからすべて選び,記号で答えなさい。

ア えら呼吸をする時期がある。     イ 水中に卵を産む。
ウ 卵に殻がある。           工 体表がうろこでおおわれている。
4 次の |   1内 の文章は,ク ジラが踊

IW籟
でぁることについて,ハルさんが考察したも

のである。①から④に当てはまる語をそれぞれ書きなさい。

海で生活しているクジラは,子の生まれ方は( ① )であり,( ② )呼吸のため水面

に浮上して呼吸している。また,ク ジラは,陸上で生活していた哺乳類であるカバのなか

まが,長い年月をかけて環境に適応して形質が変化し( ③ )したと考えられる。クジラ

のひれとカバの前あしの骨は,現在の形やはたらきは異なるが起源は同じものであつたと

推測できる( ④ )器官であり,( ③ )の証拠となる。

生物① 生物② 生物③

ア スズメ メダカ ウサギ

イ スズメ ウサギ メダカ

ウ ウサギ メダカ スズメ

エ ウサギ スズメ メダカ

イ カ クモ メダカ カエル トカゲ スズメ ウサギ

特
徴

背骨の有無 ある ○ ○ ○ ○ ○

あしの有無 ある ○ ○ ○ ○ ○ ○

子の

生まれ方

卵生 ○ ○ ○ ○ ○ ○

胎生 ○

体表の

ようす

羽毛や

体毛が

ある

○ ○ ○
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化学反応における物質の質量の変化を調べるために,次の実験(1),(2ヽ (3)を順に行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。ただし, うすい塩酸中の水は反応に影

響しないものとする。

1 実験(2)に ついて,炭酸カルシウムとうすい塩酸の反応で発生した気体はどれか。

ア 水素 イ 酸素 ウ 塩素 工 二酸化炭素
2 次の |   1内の文章は,表をもとに容器 Bか らFの質量の変化について説明したもの
である。①,②に当てはまる語を(   )の 中のア,イ ,ウのうちからそれぞれ一つ選び,記

号で答えなさい。また,③に当てはまる文を簡潔に書きなさい。

3 実験(1),(2),(3)の結果について,炭酸カルシウムの質量と発生した気体の質量との関係を表

すグラフをかきなさい。また,反応せずに残つた炭酸カルシウムが入つている容器の組み合わ

せとして,最も適切なものは次のうちどれか。

ア Bと C イ Bと Cと D  ウ Cと Dと E  工 Eと F

4 炭酸カルシウムは貝殻の主成分である。細かくすりつぶした貝殻 2.00gと うすい塩酸 30g

を反応させると,気体が 0。 76g発生した。このとき,貝殻に含まれる炭酸カルシウムの割合

は何%か。答えは小数第 1位を四捨五入して,整数で書きなさい。ただし,貝殻中の炭酸カル

シウムはすべて反応し,炭酸カルシウム以外の物質は反応しないものとする。

(1)同 じ容器 Aか らFを用意し,それぞれの容器にうすい塩酸 30g

と,異なる質量の炭酸カルシウムを入れてふたをしめた後,図のよ

うに容器全体の反応前の質量をはかつた。

(2)容器を傾けると,容器 Bか らFでは反応が起こり,気体が発生

した。気体が発生しなくなつたところで,再び容器全体の質量をは

かつた。

(3)容器のふたをゆるめた後,も う一度,容器全体の質量をはかつた。

気体は容器内に残つていないものとする。

表は,結果をまとめたものである。

ふた

容器

うすい
塩酸

電子てんびん

このとき,発生 した

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

A B C D E F

炭酸カルシウムの質量〔g〕 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

容
器
全
体

反応前の質量〔g〕 78.95 79.86 80.18 82.17 84.77 86.43

反応後にふたをゆるめる前の質量〔g〕 78.95 79.86 80.18 82.17 84.77 86.43

反応後にふたをゆるめた後の質量〔g〕 78。 95 79.46 79。 38 80。 97 83.57 85.23

容器全体の質量について,反応前の質量と比べて,反応後にふたをゆるめる前の質量は

① (ア 大きくなつた イ 小さくなつた ウ 変わらなかつた)。 容器のふたをゆるめる
とプシュッと音がした。容器全体の質量をもう一度はかると,反応後にふたをゆるめた後

の質量は② (ア 大きくなつた イ 小さくなつた ウ 変わらなかつた)。 これは反応に
よつて発生した気体が容器の( ③ )ためである。
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前線について調べるために,次の調査(1ヽ (2)を行つた。

1 調査(1)の図の前線 Xを何というか。

2 調査(1)の 図における雲のようすとして,最も適切なものは次のうちどれか。

(日本気象協会ウェブサイトより作成)

3 同じ日のある時刻の地点 Pにおける天気は晴れ,風向は西,風力は 4であつた。地点 Pに

おける天気,風向,風力を天気図記号でかきなさい。

4 調査(1),(2)において,次の |   1内の文章は,表をもとに,前線Yが地点 Qを通過し
たと考えられる時間とそれにともなう天気の変化について考察したものである。①に当てはま

る時間を,下の〔前線Yが通過した時間〕のアから工のうちから一つ選び,記号で答えなさ

い。また,②,③,④に当てはまる語を(   )の 中のア,イからそれぞれ一つ選び,記号で

答えなさい。

地点 Qの気象データの変化に着目すると,前線Yが通過した時間は,

いえる。また,空気Aに着目すると,前線Y付近では,② (ア 暖気
空気Aが空気 Bを③ (ア 押し上げ イ はい上がり)ながら進むため,
生じ,④ (ア 積乱雲 イ 乱層雲)が発達する。

(① )の間と
イ 寒気)である
強い上昇気流が

〔前線 Yが通過した時間〕

ア 6時から9時   イ 9時から 12時 工  15日寺から 18日寺

◇M4(433 34)

(1)ある日の 3時の日本付近の天気を気象庁のウェブサイト

で調べ,右 の天気図を得た。図の空気 A,空気 Bは ,

前線 Yを境にした異なる性質の空気を表している。

(2)下の表は,同 じ日の地点 Qにおける気温,湿度,気圧 ,

風力,風 向のデータを,3時 間ごとにまとめたもので

ある。なお,こ の 日の 3時 か ら 18時 の間 に前線 Yが

地点 Qを通過している。

時刻 気温〔℃〕 湿度〔%〕 気圧〔hPa〕 風 力 風向

3時 20。 7 992.3 4 南

6時 20。 9 989.7 4 南
土
寸 21.0 989。 9 5 南西

12時 18.1 990。 6 東北東

15時 20。 9 991.3 東北東

18時 18.2 994。 3 ゴヒゴヒ砺紅

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。
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斜面を運動する小球のようすについて調べるために,次の実験(1),(2)を順に行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。ただし,小球の大きさは考えないもの

とする。また, レールはうすく,点 B,点 C,点 D,点 Eはなめらかにつながれており,運動す

る小球はレールからはなれないものとする。

1 実験(1)で,小球を点 Bか ら点 Pまで 0.5m弓 |き上げたときの仕事の大きさは何Jか。

2 実験(2)で,小球が斜面 ABを運動しているときの,小    小球

TF蹂 II[lll量郎fTl准 話

'の

Frl緬
本

ゥ
緬

のうちからそれぞれ一つ選び,記号で答えなさい。
図 3 図 4

3 次の |   1内 の文章は,実験(2)において小球にはたらく重力の分力についてまとめたも
のである。①,②に当てはまる語を(   )の 中のア,イからそれぞれ一つ選び,記号で答え

なさい。

小球が斜面 CDと 斜面 EFを 通るときの小球にはたらく力の大きさを比べると,斜面

EFの傾きが斜面 CDの傾きより大きいため,重力の斜面に平行な方向の分力は斜面 EF

の方が①(ア 大きく イ 小さく)な り,重力の斜面に垂直な方向の分力は斜面EFの方
が②(ア 大きく イ 小さく)なる。

4 実験(2)に おいて,小球とレールの間の摩擦や空気の抵抗がない場合,小球が斜面 EF上で
一瞬静止したときの床からの高さとして最も適切なものを次のア,イ ,ウのうちから一つ選び,

記号で答えなさい。また,そのように判断した理由を簡潔に書きなさい。

ア 点 Pの高さよりも高い   イ 点 Pの高さと同じ

-4-

ウ 点 Pの高さよりも低い

(1)図 1のように,水平な床の上にスタンド

とレールを固定して斜面 ABと水平面 BC

をつくった。点 Bは床とレールが接する

点,点 Pは床か らの高さが 0。 3mの点で

あり,PB間 の長さは 0.5mで ある。小球  0°
3

とばねばかりを糸でつなぎ,小球を斜面に

沿 つて点 Bか ら点 Pま で一定の速 さで

ゆつくりと引き上げた。小球を引き上げる

間,ばねばかりの値は常に 1.2Nを示して

いた。

(2)図 2のように,実験(1)の 水平面 BCの 先に,ス

タンドとレール,台を用いて,斜面 CD,水平面

DE,斜 面 EFを つくった。斜面 CDの傾きは斜

面 EFの傾きより小さい。小球を点 Pか ら静かに

はなしたところ,小球は点 B,点 C,点 D,点 E

を通り,斜面 EF上で一瞬静止した。

ばねばかり

水平な床

◇M4(433-35)



□
葉の光合成と呼吸のはたらきについて調べるために,次の実脚 ヽ②,0を順に行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。ただし,実験中の温度は一定に保たれ

ているものとする。

1 維管束のうち,光合成によつて葉でつくられた物質が運ばれる管を何というか。

2 実験(1)で,葉を入れない袋 Bや Dを用意したように,調べたいこと以外の条件を同じにし

て行う実験を何というか。

3 次の |   1内 の文章は,実験(1ヽ 12),3)の結果を考察したものである。①,②,③に当

てはまる語を(   )の 中のア,イからそれぞれ選び,記号で答えなさい。

袋Aと Bの結果より,葉があるときは二酸化炭素が① (ア 増加 イ 減少)したこと
がわかる。袋 Cと Dの結果より,葉があるときは二酸化炭素が② (ア 増加 イ 減少)
したことがわかる。植物は生きて活動するために常に呼吸をしていることと,袋 Aと C

の結果から,明るいところでは呼吸で放出される二酸化炭素よりも,光合成で吸収される

二酸化炭素の方が③ (ア 多い イ 少ない)こ とがわかる。

4 表 2は ,つばみがつく前のヒマワリとタンポポの葉を,真上から見たスケッチである。ヒマ

ワリとタンポポに共通する葉のつき方とその理由を,葉のはたらきに着日して簡潔に書きなさ

い 。

ヒマワリ タンポポ

ス
ケ

ッ
チ

(1)同 じ大きさの無色透明なポリエチレンの袋A,B,C,Dを 用意し,そのうち袋Aと C
に,同 じ大きさのヒマワリの葉を 1枚ずつ入れた。

(2)すべての袋にストローで息を吹き込み,密閉した。条件として,袋 Aと Bは光が当た

る明るいところに,袋 Cと Dは光が当たらない暗いところに 2時間置いた。

(3)石灰水を入れた試験管を4本用意し,袋 Aか らD内の気体を石灰水にそれぞれ通し,

石灰水の色の変化を調べた。

表 1は,条件と石灰水の色の変化をまとめたものである。

A B C D

条件

明るい 暗い

`尽

卜`葉 凸
石灰水
の色の

変化

にごらなかつた
うすく白く
にごった

自くにごった
うすく白く
にごった

表 1

表 2
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□
音の順 について調べるために,次の実脚 n② ,0を順に行つた。

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。なお,音を測定している間の水面の高

さは変わらないものとする。

1 図 5は コンピュータで測定された波形の一部である。この波形におけ

るXを何というか。

2 実験(2)の容器 Cで発生した音の振動数として,最も適切なものはどれか。

ア 250 Hz   イ 500 Hz   ウ 750 Hz   工 1000 Hz

3 実験(2)の 結果から「ストローで息を吹きかけたとき,音 の高さは容器内
の空気の長さのみが関係し,空気の長さが長いほど発生する音は低くなる」

と仮説を立てた。仮説が正しいとした場合,最 も低い音が発生する容器は

どれか。右の〔水の入つた容器〕のPか らSの うちから一つ選び,記号で

〔水の入つた容器〕

だけが異なり, 日盛りの間隔はすべて等しいものとする。

轟
瑯
，　
Ｓ

て

　

，

し
　
Ｒ

世
　
Ｑ，

わ
　
Ｐ
，
麟
御¨ただし，

議
れ

同
　
乃
また，
知
ま

い
　
の

さ
　
も

な
　
な

ンえ
　
切

答

適

国
目
□
闇
闇
Ш
Ｓ
競

口日師嚇酬躊銹ＱＲ般

口
目
回
醐
Ｐ
加

ウ Pと S
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(1)図 1のように,水を入れた容器,ス トロー,マイク,コ ンピュータ

を用いて音の性質を調べる装置をつくった。

(2)図 2の ように,同 じ容器を 3個用意し,水を入れ,水面の高さが低

いものから順に容器 A,容器 B,容器 Cと した。ス トローを用いて

容器の上面に息を吹きかけて音を発生させ,容器 A,B,Cの 音の大
きさが同じになつたときの波形をコンピュータで記録した。図 2の縦

軸は振動の振れ幅を,横軸は時間を  容器A 容器 B

表し,縦軸と横軸の 1目 盛りの大き

さはすべて同じである。なお,横軸

の 1目 盛りは 0.0004秒である。

(3)図 3の よ うに,マ イ ク とコ ン

ピュータを用いて,高さ Hを 固定し

て,容器に水を注ぎ始めたときに発生する音を測定した。図 4のように,同 じ容器を 3個

用意し,水を入れ,水面の高さが低いものから順に容器 D,容器 E,容器 Fと した。容器

D,E,Fに 水を注ぎ始めたときの音の波形をコンピュータで記録した。図 4の縦軸は振
動の振れ幅を,横軸は時間を表し,縦軸と横軸の 1目 盛りの大きさはすべて同じである。

ストロー

コンピュータ

図 1

容器 C

容器 Aの波形   容器 Bの波形   容器 Cの波形

図 2

容器 Eの波形

図 4

容器 Fの波形容器 Dの波形

ア Pと R イ Qと S 工 Rと S

◇M4(433 37)



4 次の |   1内の文章は,実験(3)の結果を考察したものである。①,
を(  )の中からそれぞれ一つ選び,記号で答えなさい。また,③ ,

(   )の 中のア,イからそれぞれ選び,記号で答えなさい。

音の高さは容器①(DeE・ F)が最も高く,音の大きさは容器② (D・ E・ F)が最も大

きかつた。これは,コ ンピュータの波形から判断できる。このことから, 日常生活では,

中の見えない水筒に水を注いだとき,満杯近くであると判断できるのは,音の高さが

③ (ア 低い イ 高い)ときで,大きさが④ (ア 小さい イ 大きい)ときである。

匝∃  次の |   1内 は,2025年 8月 に起こつた天体の現象に関するソラさんと先生の会話である。

先生

ソ ラ

先生

ソラ

先生

ソ ラ

8月 に,東の空から西の空にかけて六つの惑星が見られる天体の現象がありました

ね。惑星の位置をコンピュータのアプリで確認してみましょう。このアプリは日時を

設定すると, 日本のある地点から観測できる天体の位置を確認することができます。

六つの惑星が一度に見られるとは, と

てもめずらしいですね。アプリをもと

に,図 1の ように惑星と月の位置関係

をスケッチしてみました。

よくかけていますね。 a金星の見え方

から金星の公転軌道上の位置がわか

り,近 くに見えている木星の位置も考

えることができます。

公転軌道上の惑星の位置がわかるとは,面 白いですね。

ほかにも地球と天体の位置関係がわかると,万葉集の和歌を科学的な視点から深く

理解することができます。たとえば,柿本人麻呂が詠んだ「東 の 野にかぎろひ

の 立つ見えて かへり見すれば 月かたぶきぬ」という和歌があります。 bこ の和

歌は 692年の冬に現在の奈良県で詠まれたとされており,季節から太陽と地球の位置

関係が特定できます。また,太陽と月の見える方角も示されており,太陽,地球,月

の位置関係がわかります。さらに, この和歌が詠まれたときの月の形を考えることも

できます。

和歌を科学的に考えると,当時の月の位置や形がわかるとは,興味深いですね。

天王星
・        海王星

木星。。
金星       

土星

月.水星                .

このことについて,次の 1か ら4の問いに答えなさい。

1 太陽の最も近くを公転している惑星は何か。

2 図 1にかかれていない地球以外の地球型惑星は何か。また,その惑星を含む地球型惑星は木
星型惑星と比べたとき,どのような特徴があるか。最も適切なものを次のアから工のうちから

選び,記号で答えなさい。

ア 衛星を多くもつ。

ウ 惑星の平均密度が大きい。

②に当てはまる記号

④に当てはまる語を

イ

エ
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みずから光を出している天体の一つである。

氷や岩石でできた環 (リ ング)がある。
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3 下線部 aにおいて,図 2は図 1の ときの金星の見え

方であり,図 3は金星と木星のそれぞれの公転軌道上

の位置を表したものである。このとき,金星および木星

の位置はどれか。図 3の Aか らLの うちからそれぞれ

一つ選び,記号で答えなさい。ただし,金 星の見え

方は,肉眼で見たときと同じ見え方である。

4 次の |   1内 は,柿本人麻呂の和歌について説明したも
のである。下線部 bについて,図 4は季節ごとの太陽と地球の

位置関係を表しており,図 5は地球,月 の位置関係と太陽の光

を表している。①に当てはまる記号を図4のアから工のうちか

ら,②に当てはまる記号を図5のアから工のうちからそれぞれ

一つ選び,記号で答えなさい。また,③に当てはまる図を,右の

〔月の形〕のア,イ ,ウのうちから一つ選び,記号で答えなさい。

和歌が詠まれた季節が冬であることから,太陽に対して地

球の位置は( ① )であった。また,「東の 野にかぎろひ
の 立つ見えて」は,太陽が東の地平線から昇ろうとしてい
る明け方の時間を表しており,「かへり見すれば 月かたぶ
きぬ」は,振 り返つて見ると,月 が地平線の近くにあること

を表している。これらのことから,太陽に対して月の位置は

( ② )であり,こ のときの月の形は( ③ )のように見え

ていた。

Ｃ

四
ぇ)｀
ミ台:[i「
き

G11陽
:全に
｀
13)｀

ヽ ¢ノ
図 4

言髯惚あlg/｀``｀@―一‐́́
´́
」

|

図 3

図 5

窪

太
陽
の
光

φ

↑

φ

φ

↑

Ｃ

ウ

Ｄ

イ

¨
（日）
アロ ユウさんは金属のイオンヘのなりやすさについて調べるために,次の実脚n②を行つた。

(1)硝酸銀水溶液が入つた試験管に銅線を入れ,反応のようすを

観察した。銅線のまわりに銀の結晶が生じ,水溶液は青色に変

化した。

(2)マイクロプレートを用意し,図のように,縦の列に硫酸亜鉛

水溶液,硫酸銅水溶液,硫酸マグネシウム水溶液を,横の列に   亜鉛片

亜鉛片,銅片,マグネシウム片をそれぞれ入れ,各金属片のよ  マグη
片

うすを観察した。表は,結果をまとめたものである。      シウム片

硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

水
溶
液

硫
酸
銅
水
溶
液

硫
酸
亜
鉛
水
溶
液

マイクロプレート

硫酸亜鉛水溶液 硫酸銅水溶液 硫酸マグネシウム水溶液

亜鉛片 変化なし 表面に赤色の物質が付着 変化なし

銅片 変化なし 変化なし 変化なし

マグネシウム片 表面に灰色の物質が付着 表面に赤色の物質が付着 変化なし

このことについて,次の 1か ら4の 問いに答えなさい。
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1 実験(1)の硝酸銀のように,水にとけて電離する物質は次のうちどれか。

ア 砂糖 イ デンプン ウ エタノール   エ 塩化ナトリウム

2 実験(2)において,試験管の代わりにマイクロプレートを用いるよさについて,正 しく述べて

いる文には○を,誤つて述べている文には×をそれぞれ書きなさい。

① 使用する薬品の量を少なくすることができ,環境への負荷が小さい。

② 目的の物質を大量に得ることができ,結果の誤差が小さい。

③ 縦の列と横の列を表のように並べることができ,結果を比較しやすい。
3 実験(1)に ついて,硝酸銀水溶液に銅線を入れたときの金属の原子やイオンの反応の過程を表

した模式図として,最も適切なものは次のうちどれか。ただし,G)は銅線の銅原子を,∈)は

イ

をモデルで表したものである。

水溶液中の銀イオンを,C)は 水溶液中の銅イオンを,C)は 銀の結晶の銀原子を, ○は電子

4 次の |   1内 の文章は,ユウさんが実験(1),(2)の結果から考えをまとめたものである。

イ 銅イオンを含む水溶液に鉄片

工 鉄イオンを含む水溶液に鉄片

①に「亜鉛,銅,マグネシウム」をイオンになりやすい順に左から書きなさい。また,②と③に

当てはまる語句を下の〔②と③の選択肢〕のアからオのうちから,④に当てはまる語句を下の

〔④の選択肢〕のア,イのうちから,それぞれ一つ選び,記号で答えなさい。

実験(1)よ り,銀と銅では,銅の方がイオンになりやすく,実験(2)よ り,亜鉛,銅,マグ

ネシウムは,((D )の順にイオンになりやすいといえる。

実験を終えて,大工の祖父が「銅でできた屋根や外壁に鉄くぎを打つてはいけない」と

言つていたことを思い出し,銅よりも鉄の方がイオンになりやすいため鉄くぎがとけると

仮説を立てた。仮説を確認するには,( ② )を入れる実験と( ③ )を入れる実験を行

う必要がある。仮説が正しい場合,( ② )を入れたものは反応しないが,( ③ )を入

れたものは反応して( ④ )になる。

〔②と③の選択肢〕

ア 銅イオンを含む水溶液に銅片

ウ 鉄イオンを含む水溶液に銅片

オ 銅イオンを含む水溶液に鉄イオンを含む水溶液

〔④の選択肢〕

ア 銅イオンが銅  イ 鉄イオンが鉄

(問題は以上です。)

◇M4(433-40)

銀
液
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水
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○
○

銀
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硝
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③
⑪
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